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はじめに
　広島空港は、平成５年１０月、滑走路２,５００mを有す

る空港として供用を開始した。しかしながら、地方

の国際化時代をにらみ、中国地域の経済社会の発展

にとって、地域の拠点空港たる広島空港の国内・国

際航空ネットワークの充実は欠かせないものと認識

され、平成８年度より、滑走路延長事業に着手、平

成１３年１月、中四国地域で初の滑走路３,０００m空港と

して供用を開始した。

事業の概要
　本事業は滑走路を空港の西側へ５００m延長するも

ので、最大盛土高低差約７５m、総土工量４３０万�に及

ぶ延長部分の用地造成を実施するとともに、空港西

側にあった県道本郷大和線を拡張部空港本体用地下

に付け替える工事、滑走路及び誘導路の新設工事、

ほか関連工事を実施した。

工事の特徴
　本工事の大きな特徴は、降雨に弱いまさ土を用い

て超高盛土工事を行ったことである。特にまさ土に

よる盛土は、集中豪雨等により地盤の異常な沈下や

強度低下及び斜面の崩壊を起こし易い。また、造成

される空港用地は、空港機能を発揮する上で高精度

の平坦性及び安定性が要求される。従って、雨水に
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よる沈下や法面の崩壊を防ぎメンテナンスフリーの

超高盛土を実現するため、①滑走路や誘導路等の地

盤部では雨水をなるべく盛土体内に浸透させない、

また浸透した雨水は速やかに排水する、②斜面部で

は雨水を盛土体内に浸透降下させ在来地盤表面から

速やかに排水する、という新たなコンセプトに基づ

き盛土造成を行った。また、盛土材を鉛直方向に均

質とする縦型ゾ－ニングを基本としつつ、滑走路や

誘導路の地盤部での荷重分布、及び斜面部の安定性

を優先させ、適切な盛土体ゾ－ニングを行った。

　一方、付替道路工事（県道本郷大和線）では、切

土されて土被りの小さくなった不安定な地山でのト

ンネル掘削（ＮＡＴＭ工法５０２m）やそれに接続する

盛土部トンネル区間におけるア－チカルバ－トの設

置（９６m）など、地盤やトンネルの挙動を厳しく管

理する必要があり、計測管理基準を定め慎重な施工

が求められた。このうち盛土部については、カルバ

ートの沈下対策として、プレロ－ドによる圧密促進

を行うとともに、さらに施工基面上の一部を、比重

が軽くコスト的にも安価な水砕スラグを用いるなど

の対策を施した。

　滑走路３,０００m化により、これまで困難だったアメ

リカ西海岸やヨ－ロッパへの遠距離国際路線での直

行便就航が可能となったが、引き続きタ－ミナル地

域の拡張などを進め、さらなる空港機能の充実・強

化に努めることとしている。
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